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久保有美子、笠原好之、富田博秋、有銘預世布、高松幸雄、池田和隆、曽良一郎.メチ
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朗、曽良一郎、染矢俊幸．マイクロ RNA138-2 遺伝子の稀な変異と統合失調症との関連．
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医学部附属病院における blonanserin 投与状況について、第 24 回日本臨床精神神経薬

理学会・第 44回日本神経精神薬理学会 合同年会、名古屋 [2014/11/20-22] 

 

長澤セーラ、高松幸雄、佐藤敦志、柏井洋文、久保有美子、水口雅、曽良一郎、池田和

隆. ドーパミントランスポーター欠損マウスにおけるメチルフェニデートとアトモキ

セチンの過齢別効果、第 24 回日本臨床精神神経薬理学会・第 44 回日本神経精神薬理学
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曽良一郎．講演：覚せい剤精神疾患の生物学的病態．第 28回（平成 26年度）薬物依存

臨床医師研修会，第16回（平成26年度）薬物依存臨床看護等研修会, 小平 [2014/9/12] 

 

山本泰司. 市民公開講座「認知症の予防と早期発見に有用な最近の話題」、第 4 回日本

認知症予防学会学術集会、東京 [2014/9/26-28] 


